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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  親画面の大きさを一画面表示の場合と同等に
し、また子画面についてはある程度の大きさを確保し、
また静止画のみの記録ができるようにする。
【解決手段】  マイコン２８は、一画面表示の場合と同
じ大きさの親画面マスクと、この親画面の四隅位置に子
画面を重ねた親子画面マスクを生成し、通常では、ＤＳ
Ｐ２０にて形成された動画を、上記親画面マスクで設定
された親画面内にはめ込み表示する。一方、静止画表示
操作が行われたとき、画像メモリ２１を介して形成され
た静止画を上記親子画面マスクで設定された親画面内に
はめ込み、かつその子画面内に縮小演算回路２５から出
力された縮小動画をはめ込み表示する。そして、静止画
記録操作が行われたとき、親画面マスクに切り換えて動
画の子画面を消去し、静止画の親画面全体を記録装置へ
出力できるようにする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子を用いて形成された被観察体の
動画及び静止画を表示器に表示する電子内視鏡装置にお
いて、
通常では、上記表示器に設定された親画面に動画を表示
し、
静止画表示操作が行われたときには、親画面に静止画を
表示すると共に、この親画面に重なるように子画面を設
定してこの子画面に動画を表示し、
静止画記録のための操作が行われたときには、上記の親
子画面表示状態から動画表示の子画面を消去することを
特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は電子内視鏡装置、特
に一つの表示器画面に動画と静止画を同時に表示する電
子内視鏡装置の表示制御の内容に関する。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡装置では、スコープ先端から
照射された光によって捉えられた被観察体を、固体撮像
素子であるＣＣＤ（Charge Coupled Device）で撮像し
ており、このＣＣＤから出力された信号を画像処理する
ことにより映像信号（ビデオ信号）が形成され、このビ
デオ信号に基づいて被観察体の動画がモニタ（表示器）
へ表示される。一方、フリーズスイッチが操作されたと
きは、そのときのビデオ信号により静止画が形成され、
この静止画がモニタへ表示される。
【０００３】従来では、同一のモニタにおいて上記の動
画と静止画を二画面で同時に表示することが行われてお
り、この動画及び静止画の二画面表示の一例を図７に示
す。図７において、モニタ１の画面領域には、親画面２
とこの親画面２の大きさよりも少し小さな子画面３が配
置・設定されると共に、文字列等のキャラクタ情報表示
領域４が設定される。
【０００４】そして、例えば上記親画面２に検査対象物
Ｇが存在する被観察体内の静止画、他方の子画面３にそ
の被観察体の動画というように二つの画像が同時に表示
されることになり、またこれら静止画と動画は入れ替え
て表示することが可能になっている。この二画面表示に
よれば、静止画を表示しているときでも、動画により被
観察体の状態や被観察体内と内視鏡の位置関係等を確認
できるという利点がある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記の
同一モニタにおける二画面表示では、親画面２と子画面
３の領域を一つの画面領域の中で別々に分けて設定する
ため、親画面の大きさを画面一杯に広げることができ
ず、一般の一画面表示の場合と比較すると、被観察体画
像の詳細が観察し難くなるという問題がある。一方、親
画面２の大きさを一画面表示の大きさまで近づけた場合
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は、子画面３の領域が著しく小さくなり、この子画面３
の画像が極めて見難くなってしまう。
【０００６】また、上記モニタに表示される画像はプリ
ンタ、ハードコピー等の記録装置にも同時に供給され、
静止画記録操作により例えば静止画の親画面と動画の子
画面が記録される。従って、二画面表示の場合は不必要
な動画も記録されるという問題がある。
【０００７】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、親画面の大きさを一画面表示の場
合と同等にし、他方の子画面についてはある程度の大き
さを確保することができ、静止画及び動画の良好な観
察、静止画のみの良好な記録が可能となる電子内視鏡装
置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、請求項１に係る発明は、撮像素子を用いて形成され
た被観察体の動画及び静止画を表示器に表示する電子内
視鏡装置において、通常では、上記表示器に設定された
親画面に動画を表示し、静止画表示操作が行われたとき
には、親画面に静止画を表示すると共に、この親画面に
重なるように子画面を設定してこの子画面に動画を表示
し、静止画記録のための操作が行われたときには、上記
の親子画面表示状態から動画表示の子画面を消去するこ
とを特徴とする。
【０００９】上記の構成によれば、親画面の四隅の一箇
所に子画面を重ねた配置とすることにより、親画面の領
域を画面一杯に採り、子画面については必要な大きさを
確保することができる。そして、通常では、親画面単独
マスク信号が生成され、この親画面マスク信号と動画信
号が混合処理されることにより、親画面領域内にはめ込
まれた動画が画像表示される。一方、フリーズスイッチ
等により静止画表示操作がなされたとき、静止画が形成
されると同時に親子画面マスク信号が生成され、この親
子画面マスク信号と静止画信号及び動画信号が混合処理
されることにより、親画面内に静止画、子画面内に動画
がはめ込まれた状態で画像表示される。
【００１０】また、上記フリーズスイッチにより記録操
作がなされたときには、動画出力が停止されて上記子画
面が消去され、親画面の静止画のみが表示され、各種の
記録装置には、子画面のない親画面の静止画のみが出力
され、記録される。従って、この記録装置への記録では
親画面に重なる動画をなくして、静止画全体を記録でき
ることになる。
【００１１】
【発明の実施の形態】図１及び図２には、実施形態の第
１例に係る電子内視鏡装置の構成が示されており、この
装置は、図２に示されるように、電子スコープ１０はプ
ロセッサ装置１２に接続される。上記電子スコープ１０
の先端部１０Ａに、対物光学系を介して被観察体を撮像
するＣＣＤ１３が配置され、このスコープ１０の操作部
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１０Ｂには静止画処理操作のためのフリーズスイッチ１
４が設けられる。即ち、当該例のフリーズスイッチ１４
は、１回目（又は１段目）の押し操作で静止画表示処理
が行われ、２回目（又は２段目）の押し操作で記録指令
（記録トリガーの送出）が行われる。なお、このフリー
ズスイッチ１４以外でも、プロセッサ装置１２側に設け
られたフットスイッチ等を静止画表示及び記録のための
操作スイッチとして用いることができる。
【００１２】上記プロセッサ装置１２は、上記ＣＣＤ１
３から出力された信号に基づき、各種の画像処理を行う
が、このプロセッサ装置１２で得られた動画及び静止画
の映像信号（ビデオ信号）は、表示器であるモニタ１６
やプリンタ、ハードコピー、ＶＴＲ等の記録装置１７に
出力される。また、上記プロセッサ装置１２のコントロ
ールパネル又は電子内視鏡１０には、図示していない
が、子画面消去をするためのスイッチを配置することが
できる。この図２には、光源装置を示していないが、光
源装置の光源光は電子スコープ１０内のライトガイドを
介して先端部１０Ａまで導かれ、この先端部１０Ａから
被観察体内へ照射される。
【００１３】図１には、上記電子スコープ１０及びプロ
セッサ装置１２内の電気的な構成が示されており、上記
ＣＣＤ１３にはＡ／Ｄ変換器１９を介してＤＳＰ（デジ
タルシグナルプロセッサ）２０が接続される。このＤＳ
Ｐ２０は、デジタルビデオ信号につき、ガンマ補正、輪
郭強調等の各種の画像処理を施すものであり、このＤＳ
Ｐ２０の出力は静止画用画像メモリ２１へ供給される。
この画像メモリ２１の後段には、ビデオ信号を混合する
画像混合回路２２、Ｄ／Ａ変換器２３が接続される。
【００１４】また、上記ＤＳＰ２０から出力されたビデ
オ信号を入力する縮小演算回路２５と切換え器２６が設
けられており、上記縮小演算回路２５はその内部に備え
た画像メモリを用いて子画面の大きさに応じて縮小した
動画（間引き処理或いは画素データ平均処理等による縮
小処理画像）を形成する。上記切換え器２６は、スルー
ラインを介して端子ａに供給されるＤＳＰ２０からの動
画信号と、上記縮小演算回路２５から端子ｂに供給され
る縮小動画信号と、出力のない端子ｃの何れか一方を切
換え選択して上記画像混合回路２２へ出力する。
【００１５】一方、上記の各回路を統括制御し各種機能
の制御を実行するマイコン２８が設けられており、この
マイコン２８には上記フリーズスイッチ１４の操作信
号、子画面消去スイッチの操作信号、プロセッサ装置１
２のコントロールパネルのキー操作等によって設定され
る小画面の大きさの設定信号が供給される。そして、こ
のマイコン２８は、画面上に親画面のみを設定する親画
面マスクと、親画面の一部に子画面を重ねた親子画面マ
スクを生成しており、このマスク画像情報を記憶するた
めにマスク用メモリ２９が設けられる。
【００１６】図３には、当該例で生成されるマスクの実
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施例が示されており、上記マイコン２８は、図（Ａ）の
親画面マスクＭａと、図（Ｂ）のように円形縁取り（例
えば線部分は２ドット程度）の子画面領域を親画面マス
クの右下（四隅）に重ねた親子画面マスクＭｂを生成す
る。
【００１７】また、上記マスク用メモリ２９や画像メモ
リ２１の書込み及び読出しを制御するメモリ制御回路３
０、画面上の四隅のキャラクタ表示領域において、日
付、撮影条件、患者名、病院名等の文字、記号等のキャ
ラクタ情報を発生するキャラクタ発生回路３１が設けら
れ、このキャラクタ発生回路３１の出力及び上記マスク
用メモリ２９の出力は、画像混合回路２２へ供給され
る。
【００１８】第１例は以上の構成からなり、その作用を
図４及び図５を参照しながら説明する。まず、図４のSt
ep１０１により親画面マスクの設定が行われ、同時にSt
ep１０２により動画表示処理が行われる。即ち、通常時
では上述の図３（Ａ）の親画面マスクＭａを生成してマ
スク用メモリ２９に格納しており、このマスク用メモリ
２９から親画面マスク信号が画像混合回路２２へ供給さ
れる。
【００１９】そして、図２の電子スコープ１０では、先
端部１０Ａからの光照射に基づき被観察体がＣＣＤ１３
で撮像され、このＣＣＤ１３の出力信号は、図１のＤＳ
Ｐ２０にて各種の画像処理が施される。このＤＳＰ２０
で形成されるビデオ信号は、動画であり、この動画信号
は、通常時においてマイコン２８により切換え器２６が
端子ａへ切り換えられているので、この端子ａを介して
画像混合回路２２へ供給される。同時に、マイコン２８
はキャラクタ発生回路３１によってキャラクタ情報信号
を発生させており、このキャラクタ情報信号も画像混合
回路２２へ供給される。
【００２０】このようにして、画像混合回路２２では、
親画面マスクＭａの信号、動画信号そしてキャラクタ情
報信号が混合され、この混合回路２２から出力されたビ
デオ信号は、Ｄ／Ａ変換器２３を介してモニタ１６へ供
給される。その結果、図５（Ａ）のモニタ１６に示され
るように、親画面マスクＭａで設定された親画面５０
に、被観察体の動画（Ｃ）が表示されると共に、その四
隅にはキャラクタ情報４が表示される。
【００２１】一方、図４のStep１０３にて、フリーズス
イッチ１４の１回目（又は１段目）の操作（静止画表示
操作）が実行されると、Step１０４にて静止画表示処理
が行われる。即ち、マイコン２８の制御により、そのと
き以降の上記画像メモリ２１での書込みを禁止し、この
画像メモリ２１内に格納されたビデオ信号を繰り返し読
み出すことにより、静止画信号が形成される。
【００２２】次のStep１０５では、親子画面マスクの設
定及び縮小動画の形成が行われ、マイコン２８は図３
（Ｂ）の親子画面マスクＭｂを生成し、これを上記親画
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面マスクＭａと切り換える形でマスク用メモリ２９へ格
納する。また、図１の縮小演算回路２５が動作すると共
に、切換え器２６が端子ｂへ切り換えられる。上記縮小
演算回路２５では、前段のＤＳＰ２０から出力されるビ
デオ信号につき上記親子画面マスクＭｂの子画面領域の
大きさに合せた縮小演算処理を行うことにより、縮小動
画信号が形成される。
【００２３】そして、上記画像メモリ２１の静止画信号
はマスクＭｂの親画面（５０）内にはめ込まれるように
読出し制御され、また上記縮小演算回路２５で得られる
縮小動画信号も親子画面マスクＭｂの子画面（６０）内
にはめ込まれるように読出し制御されることになり、上
記マスク用メモリ２９から出力される親子画面マスク
（Ｍｂ）信号、上記キャラクタ情報信号と共に、画像混
合回路２２で混合される。
【００２４】この結果、図５（Ｂ）のモニタ１６に示さ
れるように、親子画面マスクＭｂで設定された親画面５
０に、被観察体の静止画（Ｓ）が表示されると共に、右
下の子画面６０に縮小動画（Ｃ）が表示される。この子
画面６０の大きさは、プロセッサ装置１２のコントロー
ルパネルのキー操作等で任意に変えることができる。
【００２５】そして、図４のStep１０６に示されるよう
に、フリーズスイッチ１４の２回目（又は２段目）の操
作が行われると、Step１０７では、現在フリーズ動作中
であるか否かの判定を行い、”Ｙ（YES）”のとき、次
のStep１０８により親画面マスクＭａの設定及び動画出
力停止が行われる。即ち、マイコン２８は、上記親子画
面マスクＭｂに代えて親画面マスクＭａをマスク用メモ
リ２９に格納し、この親画面マスクＭａを混合回路２２
へ出力すると同時に、切換え器２６を端子ｃに切り換え
る。
【００２６】次のStep１０９では、マイコン２８から記
録トリガーが記録装置１７へ供給される。その結果、図
５（Ｃ）に示されるように、子画面６０が消去され、静
止画（Ｓ）がはめ込まれた親画面５０のみが表示され
る。そして、上記記録トリガーにより記録装置１７では
記録動作が開始されることになり、不要な縮小動画をな
くした状態で、静止画の全体を記録することが可能にな
る。
【００２７】その後、フリーズ動作が終了したときに
は、マイコン２８の制御により通常の動画表示処理に切
り換えられることになり、切換え器２６のａ端子を介し
て出力されたビデオ信号により動画が親画面５０に表示
される。
【００２８】図６には、実施形態の第２例の構成が示さ
れており、この第２例は、マスク用メモリとして親画面
用と親子画面用を別個に設けたものである。図６に示さ
れるように、マイコン２８と画像混合回路２２との間 *
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*に、親画面マスク用メモリ２９Ａ及び親子画面マスク用
メモリ２９Ｂが配置され、上記親画面マスクＭａが親画
面マスク用メモリ２９Ａへ記憶され、上記親画面マスク
Ｍｂが親子画面マスク用メモリ２９Ｂへ格納される。そ
の他の構成は、第１例と同様となる。
【００２９】この第２例によれば、常に二つのマスクＭ
ａ，Ｍｂがメモリ２９Ａ，２９Ｂに格納されており、第
１例のように一つのマスク用メモリ２９に二つのマスク
Ｍａ，Ｍｂを切り換えながら書込み設定する必要がない
ので、マスクデータの設定が速くなり、子画面６０の表
示及び消去動作を迅速に行うことができるという利点が
ある。
【００３０】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
表示器に設定された親画面に、通常では動画を表示し、
静止画表示操作が行われたときには、親画面に静止画を
表示すると共に、この親画面に重なるように設定した子
画面に動画を表示し、一方静止画記録操作が行われたと
きに、上記の親子画面表示状態から動画表示の子画面を
消去するようにしたので、一画面表示の場合と同等の大
きさにした親画面に静止画を表示させ、静止画及び動画
を良好に観察することができると共に、記録装置へ記録
する場合には、子画面の動画をなくして親画面の静止画
全体を記録することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態の第１例に係る電子内視鏡装
置の回路構成を示すブロック図である。
【図２】実施形態例の電子内視鏡装置の全体構成を示す
図である。
【図３】実施形態例で生成されるマスク形状を示し、図
（Ａ）は親画面マスクの図、図（Ｂ）は親子画面マスク
の図である。
【図４】第１例の動作を示すフローチャートである。
【図５】実施形態例のモニタ表示状態を示し、図（Ａ）
は通常の動画表示時の図、図（Ｂ）は静止画表示時で親
子画面としたときの図、図（Ｃ）は静止画記録操作時の
図である。
【図６】第２例の構成を示すブロック図である。
【図７】従来のモニタにおける二画面表示の一例を示す
図である。
【符号の説明】
１０…電子スコープ、  １２…プロセッサ装置、１３…
ＣＣＤ、        １６…モニタ、２０…ＤＳＰ（デジタ
ルシグナルプロセッサ）、２１…画像メモリ、    ２２
…画像混合回路、２５…縮小演算回路、  ２６…切換え
器、２８…マイコン、      ２９…マスク用メモリ、２
９Ａ…親画面マスク用メモリ、２９Ｂ…親子画面マスク
用メモリ、３０…メモリ制御回路。
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